今回は仕事先で出会った韓国の方と私が感じた気持ちをお伝えしたいと思います。私は韓国人の父と日本人の母を持つ韓日ハーフです。そのため、家の中では会話の中で日本語だけでなく、ハングルもとびかっているというのが私の日常でした。私はそのような家庭で育ったために韓国の文化を受け入れることは難しいことではありませんでした。むしろ小さいころから韓国の文化は好きで、韓国という国や人、文化にさらに興味を持つようになっていきました。また、以前韓流ブームが流行ったことをきっかけに、その流行りの波で私は自然ともっと韓国語を学びたいという気持ちや韓国の方と交流したいという気持ちが強まっていきました。
しかし、私が大人になるにつれて韓国語を学ぶことの意味や意義が少し変わっていったように感じました。それは、韓国人である父が日本に来てから言語や文化の違いでとても苦労したことを聞き、わたしはただ韓国語を学んで韓国の方と交流することや自分のスキルを高めるだけでなく、韓国語を通して在日韓国人の方の気持ちをより理解してあげたい。韓国と日本を繋ぐ架け橋となりたいという思いが付与されていきました。その思いで、今も韓国語学習に励んでいます。
また最近は、仕事場にて、ある一人の韓国人女性のお姉さんとの出会いがありました。私は今韓国語を学んでいる中であり、その中でのご縁だったので、その出会いが導きであると嬉しく感じました。その方は、日本の大学に留学の為に来ている25歳の留学生で、朴さんといいます。とても愛情深いお姉さんで韓国語についても質問をした際には丁寧に教えてくれました。そんな朴さんとの出会いもあり、Instagramを交換して何回かメッセージのやり取りもしていきました。まだまだ私の韓国語では感情や心情、伝えることに不足なこともありますが、それでも言葉一つでも違う国の人と通じ合えるのだと嬉しく思いました。どこにいてもある人を理解する時、お互いのことを理解することが時に難しく感じることもあります。しかし、その人の気持ちを理解してあげたいと思う気持ちが相手に通じる力があることを知りました。また朴さんとの連絡を通して、言葉は違うけどその言葉を学ぶ背景にその人が伝えたい心情や感情に出会えた時により言語の面白さがあるなと思いました。これからも朴さんとの出会いに感謝して語学を学んでいきたいと強く感じました。また今後は朴さんとカフェにてお互いについて話す機会を持つことができたのでよりお互いの国についても理解を深めていきたいなと思います。
